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鷺
流
狂
言
公
演・プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
上
映

山
口
メ
セ
ナ
倶
楽
部
が
25
周
年
記
念
事
業

３月１５日　
山
口
市
内
の
団
体
、
事
業

所
お
よ
び
個
人
が
対
等
に
金

銭
を
拠
出
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
芸
術
文
化
活
動
を
支
援

し
て
い
る
山
口
メ
セ
ナ
倶
楽

部
（
中
野
勉
会
長
、
☎
０
８

３

－

９
２
５

－

２
３
０
０
）

が
、
１
９
９
４
年
６
月
の
設

立
か
ら
25
周
年
を
迎
え
る
。

そ
の
記
念
事
業
と
し
て
、
山

口
鷺
流
狂
言
の
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
映
像
「
過
去
か
ら
未
来

へ
」
を
こ
の
ほ
ど
制
作
し

た
。

ま

た
、

３

月

15
日

（
日
）
に
、
読
売
山
口
メ
セ
ナ

大
賞
受
賞
団
体
で
も
あ
る
山

口
鷺
流
狂
言
保
存
会
（
樹
下

明
紀
会
長
）
に
よ
る
記
念
公

演
を
開
催
す
る
。

　
記
念
公
演
「
鷺
流
狂
言
を

感
じ
よ
う
」
は
、
野
田
神
社

能
楽
堂
（
天
花
１
）
で
同
日

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
開

か
れ
る
。
地
元
・
山
口
の
伝

統
芸
能
を
よ
り
多
く
の
人
に

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
動

き
だ
け
で
も
こ
っ
け
い
な
や

り
と
り
が
伝
わ
り
や
す
い

「
不ぶ

毒す

」「
颯さ

っ

果か

」
の
２
演
目

が
上
演
作
品
に
選
ば
れ
た
。

定
員
は
５
０
０
人
。
鑑
賞
は

無
料
だ
が
、
整
理
券
所
持
者

が
優
先
さ
れ
る
。

　
上
演
後
に
は
、「
能
楽
堂

見
学
会
ツ
ア
ー
＆
狂
言
体

験
」（
要
予
約
）
も
開
催
。

舞
台
上
で
狂
言
の
所
作
や
発

声
体
験
が
で
き
る
。
定
員
は

20
人
で
、
参
加
費
は
５
０
０

円
。
希
望
者
は
米
本
太
郎
さ

ん
（

０
９
０

－

６
４
０
６

－

０

２

４

５
、

taroyonem
oto@

yahoo.
co.jp

）
へ
。

　
ま
た
、
開
演
前
、
休
憩
時

間
、
終
演
後
に
は
、
前
記
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
が
お

披
露
目
上
映
さ
れ
る
。

　
整
理
券
の
申
し
込
み
は
、

往
復
は
が
き
の
往
信
用
裏
面

に
①
「
鷺
流
狂
言
観
覧
希

望
」
②
郵
便
番
号
③
住
所
④

氏
名
⑤
電
話
番
号
を
、
返
信

用
表
面
に
②
③
④
を
明
記

し
、
主
催
の
山
口
メ
セ
ナ
倶

楽
部
（
〒
７
５
３

－

０
０
８

６
　
山
口
市
中
市
町
１

－

10

山
口
商
工
会
議
所
内
）
へ
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

毎年6月に行われる酒米の田植え

22
日
、「
嘉
穂
の
郷
」10
周
年
に
乾
杯

表
会
だ
が
、
今
年
は
節
目

の
年
を
祝
し
て
、
第
一
部

の
式
典
で
は
過
去
を
振
り

返
る
ビ
デ
オ
を
放
映
、
第

２
部
の
祝
宴
で
は
酒
か
す

料
理
の
紹
介
や
バ
イ
オ
リ

ン
演
奏
が
花
を
添
え
る
。

　「
嘉
穂
の
郷
」
は
、
同

委
員
会
に
よ
っ
て
「
嘉
川

自
慢
の
美
し
い
水
田
と
酒

造
会
社
（
金
光
酒
造
）
と

地
区
民
の
心
を
形
に
し
よ

う
」
と
誕
生
。
地
域
の
ほ

場
を
借
り
て
、
田
植
え
や

稲
刈
り
な
ど
酒
米
の
栽
培

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
22
日（
土
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
０
時
20
分
ま
で
、

嘉
川
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

で
「『
嘉
穂
の
郷
』
10
周

年
記
念
新
酒
発
表
会
」
が

開
か
れ
る
。

　
２
０
１
１
年
か
ら
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
新
酒
発

No.180

嘉川

　「
嘉
川
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」（
小
池
賞
会
長
）
ら

が
毎
年
造
っ
て
い
る
日
本
酒
「
嘉
穂
の
郷
」。
10
周
年

を
迎
え
、
記
念
の
新
酒
発
表
会
が
開
か
れ
る
。

雪の賦
詩集『在りし日の歌』より

雪
が
降
る
と
こ
の
わ
た
く
し
に
は
、
人
生
が
、

か
な
し
く
も
う
つ
く
し
い
も
の
に 

―
―

憂
愁
に
み
ち
た
も
の
に
、
思
へ
る
の
で
あ
つ
た
。

そ
の
雪
は
、
中
世
の
、
暗
い
お
城
の
塀
に
も
降
り
、

大
（
お
お

高た
か

源げ
ん

吾ご
）

の
頃
に
も
降
つ
た
…
…

幾
（
あ
ま
た
）多

々
々
の
孤
児
の
手
は
、

そ
の
た
め
に
か
じ
か
ん
で
、

都
会
の
夕
べ
は
そ
の
た
め
に
十
分
悲
し
く
あ
つ
た
の
だ
。

ロ
シ
ア
の
田
舎
の
別
荘
の
、

矢
来
の
彼

（
か
な
た
）方

に
見
る
雪
は
、

う
ん
ざ
り
す
る
程
永
遠
で
、

雪
の
降
る
日
は
高
貴
の
夫
人
も
、

ち
つ
と
は
愚
痴
で
も
あ
ら
う
と
思
は
れ
…
…

雪
が
降
る
と
こ
の
わ
た
く
し
に
は
、
人
生
が

か
な
し
く
も
う
つ
く
し
い
も
の
に 

―
―

憂
愁
に
み
ち
た
も
の
に
、
思
へ
る
の
で
あ
つ
た
。

11

【ひとことコラム】大高源吾は赤穂浪士の一人。討ち入りの場面につきもの
のよく知られた雪を含みながら、この詩に降る雪は、時代を超え国境を超
えて広がって行きます。そうした果てしない時空の中に置いてみることで、
一度限りの人生のかけがえのなさも、身にしみて感じられるのでしょう。

中原中也記念館館長　中原 豊
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血
管
い
き
い
き
教
室（
７
）

診察中 (135)
頭痛・めまい・もの忘れで

、
な
る
べ
く
脂
が
落
ち
な
い
調
理

法
が
お
す
す
め
で
す
。
医
薬
品
や
サ

プ
リ
と
し
て
も
扱
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
抜
歯
や
手
術
な
ど
の
前
は
休
薬

し
た
ほ
う
が
よ
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
医
師
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

か
ら
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
引
き
抜
く
能
力
を
高
め
ま
す
。
ま

た
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
て
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗こ

う

塞そ
く

の
原
因

と
な
る
血
栓
を
で
き
に
く
く
す
る
効
果
や
、
血
管
の
弾
力
性

を
保
ち
プ
ラ
ー
ク
を
破
れ
に
く
く
す
る
作
用
も
あ
り
ま
す
。

脳
卒
中
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
脂
質
異
常
症
の
患
者
に
お
い

て
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
ス
タ
チ
ン
の
併
用
が
脳
卒
中
再
発
予
防
に
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
多
く

含
ま
れ
て
お
り
、
食
物
連
鎖
の
結
果
、
魚
の
体
内
に
蓄
積
さ

れ
、
特
に
い
わ
し
、
ま
ぐ
ろ
、
さ
ば
、
ぶ
り
、
さ
ん
ま
な
ど

の
青
魚
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
油
の
一
種
な
の

Ｑ
．
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
動
脈
硬
化
予
防
に
な
り
ま
す

か
？

Ａ
．
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
は
不

飽
和
脂
肪
酸
の
な
か
の
オ
メ
ガ
３
に
分
類
さ

れ
、
中
性
脂
肪
を
減
ら
し
、
善
玉
（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
働
き
を
よ
く
し
て
、
細
胞

 １行記事　レノファ山口ＦＣのＪ１昇格を、球技の守護・猿田彦大神に祈願する会が、あす１６日午前１０時２０分から赤田神社（吉敷赤田５）で。誰でも参加できる。

核
の
ご
み
の
処
分
法

対
話
型
説
明
会

参
加
申
し
込
み
は
17
日
ま
で

「菜花道門パーキング」４月オープン
29日まで月ぎめ契約者募集中

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

19日

　
市
内
初
の

「
法
定
再
開

発
事
業
」
と

し
て
、
整
備

が
進
め
ら
れ

て
い
る
黄
金

町
地
区
。
同

地
区
市
街
地

再
開
発
組
合

（
北
條
栄
作

理
事
長
）
が

主

体

と

な

り
、
２
０
１

８
年
に
建
設
が
始
め
ら
れ
た

駐
車
場
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
公

益
お
よ
び
商
業
施
設
か
ら
な

る
複
合
型
施
設
が
、
４
月
に

供
用
開
始
さ
れ
る
。

　
同
事
業
の
中
心
エ
リ
ア
に

あ
っ
た
旧
「
道
場
門
前
大
駐

車
場
」
は
、
鉄
骨
造
４
階
構

造
（
４
３
６
台
収
容
）
の

「
菜
花
道
門
パ
ー
キ
ン
グ
」

に
生
ま
れ
変
わ
る
。
４
月
の

オ
ー
プ
ン
を
前
に
、
月
ぎ
め

で
の
契
約
者
が
募
集
中
だ
。

全
区
画
屋
内
で
、
１
区
画
８

千
円
。
防
犯
カ
メ
ラ
設
備
付

き
。
有
料
で
高
速
充
電
器
も

設
置
で
き
る
。

　
原
子
力
発
電
に
伴
い
発
生

す
る
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

棄
物
」（
核
の
ご
み
）。
そ
の

最
終
処
分
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
い
う
対

話
形
式
で
の
説
明
会
が
、
19

日（
水
）
午
後
６
時
20
分
か
ら

８
時
半
ま
で
市
民
会
館
（
中

央
２
）
で
開
か
れ
る
。

　
参
加
無
料
だ
が
、
17
日

（
月
）
ま
で
に
申
し
込
み
が
必

要
。
希
望
者
は
主
催
の
原
子

力
発
電
環
境
整
備
機
構
（
Ｎ

Ｕ
Ｍ
Ｏ
）
に
、
参
加
会
場
、

　
希
望
者
は
、
29
日（
土
）
ま

で
に
山
口
道
場
門
前
商
店
街

振
興
組
合
（
☎
０
８
３

－

９

２
２

－

４
９
８
３
、
水
曜
定

休
）
へ
。
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
る
。

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号
を

フ
ァ
ク
ス
（

０
３

－

６
３

７
１

－

４
１
０
１
）
か
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（https://www.

numo.or.jp/taiwa/2018/

）

で
伝
え
る
こ
と
。

　「
地
層
処
分
」
の
仕
組
み

や
２
０
１
７
年
７
月
に
経
済

産
業
省
が
公
表
し
た
「
科
学

的
特
性
マ
ッ
プ
」
に
つ
い

て
、
映
像
を
交
え
て
説
明
さ

れ
る
。
少
人
数
制
で
の
質
疑

応
答
の
時
間
も
あ
る
。
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 １行記事　１月の市内の人身交通事故は、発生３２件、死者数１人、負傷者数３４人。それぞれ前年より、１件増、１人増、８人減。県全体での死者数は３人だった。

「２０２０年新年写真コンテスト」受賞作品紹介
佳作「令和を祝う」
５月の連休　日章旗を掲げて走る　大勢の人に見送られて力強く駆け抜けて
いきました。
撮影者：飯田りえ子（宇部市）　撮影日：２０１９年５月１日　撮影場所:船平山駅近く（阿東徳佐）

※すべての受賞作品は、サンデー山口ウェブサイト（http://www.sunday-yamaguchi.co.jp/
　shinnen/2020_shinnen_photo_winning.php）でもご覧いただけます。



2020年（令和元 2年）２月１５日㈯　４サンデー山口
サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）は
、朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
中
国
・
日
経
へ
の
新
聞
折
り
込
み（
山
口
市
内
全
域
）、各
所
へ
の
紙
面
設
置
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開（http://w

w
w
.sunday-yam

aguchi.co.jp

）等
の
方
法
に
よ
っ
て
、み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。




